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月号

広報きほうKiho
１
０
０
歳
が
思
い
描
く
「
夢
」

（
関
連
記
事　

４
～
５
㌻
）



　
春
の
候
、
町
民
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清

祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら

の
心
温
ま
る
ご
支
援
と
ご
厚
情
を
賜

り
、
引
き
続
き
三
期
目
と
な
る
町
政
の

重
責
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
期
待
と

信
頼
に
お
応
え
す
べ
く
、
新
た
な
決
意

の
も
と
、
次
代
を
見
据
え
、
紀
宝
町
の

将
来
像
で
あ
る
「
海
・
山
・
川
の
恵
み
に

抱
か
れ
、
と
も
に
輝
き
創
造
す
る
ま
ち
」

の
実
現
に
向
け
て
、
引
き
続
き
、
誠
心

誠
意
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
合
併
に
よ
る
新
し
い
紀

宝
町
が
誕
生
し
て
か
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
２
期
８
年
間
は
、
新
町
の

基
盤
づ
く
り
と
骨
格
づ
く
り
で
あ
り
、

様
々
な
種
を
撒
き
、
水
を
や
り
、
幹
を

太
く
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
特
に
、
徹

底
し
た
行
財
政
改
革
、
教
育
・
子
育

て
環
境
の
充
実
、
地
域
資
源
を
生
か

し
た
産
業
振
興
の
推
進
、
住
民
福
祉

の
向
上
と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
建

設
、
紀
宝
バ
イ
パ
ス
の
開
通
と
河
口
大

橋
の
事
業
化
、
災
害
復
興
・
防
災
対
策

の
推
進
な
ど
の
実
現
に
向
け
て
努
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
８
年
間
で
公
約

の
多
く
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
の
賜
物
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
４
年
間
に
お
け
る
ま

ち
づ
く
り
は
、
手
綱
を
ゆ
る
め
る
こ

と
な
く
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、

高
校
生
の
医
療
費
助
成
な
ど
教
育
・

子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
、
高
速
道
路
の
南
進
を
活
か

し
た
産
業
振
興
と
雇
用
拡
大
の
推

進
、
住
民
と
の
連
携
に
よ
る
さ
ら
な

る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
災
害
復

旧
・
復
興
、
防
災
・
減
災
、
河
口

大
橋
の
早
期
完
成
な
ど
イ
ン
フ
ラ
整

備
の
促
進
、
若
い
世
代
が
地
域
で
活

躍
で
き
る
環
境
整
備
の
推
進
な
ど
、

「
人
の
命
が
一
番
」
「
子
ど
も
は
町

の
宝
物
」
「
高
齢
者
は
町
の
誇
り
」

を
基
本
に
し
な
が
ら
、
愛
す
る
ふ
る

さ
と
紀
宝
町
の
た
め
に
さ
ら
に
努
力

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
町
民
の
皆
様
が
、

心
豊
か
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町

と
実
感
で
き
、
誇
り
と
愛
着
を
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
に
邁
進
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

な
に
と
ぞ
、
皆
様
の
さ
ら
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
、
ご
指
導
と
ご
支
援

を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
町
民
の

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町長

西
田
第
三
期
町
政
始
動

心
豊
か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

誇
り
と
愛
着
の
持
て
る
ま
ち
づ
く
り
に

邁ま

い

進
い
た
し
ま
す

就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

初登庁で職員から花束を受け取り笑顔を見せる西田町長

紀宝町選挙管理委員会からのお知らせ

　任期満了（平成 26 年 2 月 4 日）に伴う平成 26 年１
月 26 日（日）執行の紀宝町長選挙は、平成 26 年１月
21 日の告示日において、現職の西田健氏のほかに立候
補の届出がなく、西田氏の無投票当選を決定しました。
任期は、平成 26 年２月５日から平成 30 年２月４日ま
での４年間です。
▶詳しくは、紀宝町選挙管理委員会（総務課内☎３３―
０３３３）までお問い合わせください。 向井選挙管理委員長から当選証書を受け取る西田町長

K
en N

ishida 紀宝町長

西
に し だ

田  健
け ん

早

就任のごあいさつ

2 2014 - 3 Kiho  2014 - 33 Kiho



今
年
で
１
０
０
歳
を
迎
え
る
峯

尾
平
さ
ん
は
、
毎
日
欠
か
さ

ず
、
書
道
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

書
道
歴
は
な
ん
と
80
年
。
そ
ん
な
峯
尾

さ
ん
の
人
生
を
た
ど
り
な
が
ら
、
峯

尾
さ
ん
の
書
に
対
す
る
想
い
や
、
元

気
の
秘
訣
な
ど
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

　

峯
尾
さ
ん
は
、
大
正
３
年
３
月
６
日
、

６
人
兄
弟
の
四
男
と
し
て
、
新
宮
市
に

生
ま
れ
ま
し
た
。
旧
制
中
学
か
ら
身
体

を
鍛
え
始
め
、
剣
道
は
３
段
、
居
合
は

２
段
の
腕
前
だ
と
か
。
昭
和
13
年
の
24

歳
の
時
、
日に

っ
し支

事
変
に
召
集
が
か
か
り
、

戦
争
も
経
験
さ
れ
ま
し
た
。
身
体
を
壊

し
て
１
年
後
に
帰
郷
さ
れ
て
か
ら
は
、

昭
和
15
年
か
ら
、
和
歌
山
県
の
小
中
学

校
で
教
員
を
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
21
年

の
南
海
地
震
の
際
、
新
宮
の
家
が
焼
失

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
機
に
、
成
川
に

移
り
住
ま
れ
た
そ
う
で
す
。
退
職
後
は
、

熊
野
本
宮
大
社
や
浦
島
稲
荷
神
社
で
神

主
（
禰ね

ぎ宜
）
と
し
て
77
歳
ま
で
奉
職
。

そ
の
後
は
、ほ
ぼ
毎
日
、机
に
向
か
っ
て
、

書
道
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

峯
尾
さ
ん
が
モ
ッ
ト
ー
と
さ
れ
て

い
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、「
老

而
学
即
ふ
朽
」。
佐さ

と
う藤
一い

っ
さ
い斎
の
著あ

ら
わ
し
た

「
言げ

ん
し志
四し

ろ
く録
」
の
一
節
を
引
用
し
た
も

の
で
、「
老
い
て
も
、
学
ば
な
く
て
は

い
け
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
持
っ
て

毎
日
取
り
組
ま
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

書
に
つ
い
て
、
峯
尾
さ
ん
は
言
い
ま

す
。「
自
分
の
心
を
映
す
の
が
『
書
』

で
あ
っ
て
、
い
く
ら
技
術
が
あ
り
、
ま

と
ま
っ
た
字
を
書
い
て
も
、
全
然
伝

わ
っ
て
こ
な
い
。
他
人
は
ど
う
思
う
か

わ
か
ら
な
い
が
、
私
は
そ
の
気
持
ち
を

込
め
て
書
い
て
い
ま
す
」。
普
段
は
お

話
し
好
き
な
峯
尾
さ
ん
も
、
書
を
書
き

始
め
る
と
そ
の
表
情
は
一
転
、
真
剣
な

目
で
一
心
不
乱
に
、
ひ
と
筆
ひ
と
筆
に

気
持
ち
を
込
め
て
い
ま
し
た
。

　

峯
尾
さ
ん
に
「
健
康
の
秘ひ

け
つ訣

は
？
」

と
尋
ね
る
と
、
そ
れ
は
「
欲
を
持
た

な
い
こ
と
」
だ
そ
う
で
す
。「
生
き
よ

う
と
思
え
ば
死
ぬ
。
死
な
ん
と
思
え

ば
生
き
る
。
な
の
で
、
無
心
で
生
き

な
い
と
い
か
ん
」
と
話
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
趣
味
を
持
ち
、
な
ん

に
で
も
挑
戦
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と

か
。
峯
尾
さ
ん
は
、
90
歳
を

超
え
て
か
ら
、
独
学
で

絵
に
も
挑
戦
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

好
き
な
こ
と
に

一
生
懸
命
取
り
組
ま

れ
て
い
る
峯
尾
さ
ん
の
目

は
、
と
て
も
生
き
生
き
と
輝
い
て
い

ま
し
た
。「
人
生
、
い
ろ
ん
な
苦
悩

も
あ
る
け
れ
ど
、
一
生
懸
命
、
楽
し

ま
な
く
ち
ゃ
ね
」
と
、
言
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
峯
尾
さ
ん
の
書
を
、
３
月

１
日
㈯
か
ら
３
月
15
日
㈯
ま
で
の
２

週
間
、
ウ
ミ
ガ
メ
公
園
２
階
の
展
示

場
で
、
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

書
か
れ
た
年
代
ご
と
の
書
の
変
化
や
、

そ
の
時
代
の
峯
尾
さ
ん
の
想
い
を
感

じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

03.自慢の「書」を、笑顔で見せてくれる峯尾さん。04.すずりの横には、筆の
ほかに、鉛筆や筆ペンなどいろいろそろっています。05.役場で行われた峯尾
さんの書道作品展の様子。３月１日（土）からは、ウミガメ公園でも行われます。

01.毎日欠かさず机に向かい、筆を
ふるう峯尾さん。いざ書を始めると、
筆先一点に集中し、その表情は真剣
そのもの。02.書の練習のために、模
写をされることも多いのだとか。

１
０
０
歳
の
書
き
手  

峯み
ね

尾お

平お
さ
む

さ
ん
の
想
い

母
一億の母に一億の子
あるも　わが母にま
さる母あらじ

峯尾さんいわく、母の点
は乳首であり、これが人
間の命であり、源である。
人はやはり、ものの根本
に戻らないといけない。

老而学即ふ朽
峯尾さんがモットーとされている言葉のひとつ
で、佐藤一斎の著した「言志四録」の一節を引用
したもの。意味は「老年になってからも尚、学ぶ
ことをやめなければ、死んだ後も自分の業績は残
り、次の人々にも引き継がれていく」というもの。 書 calligraphy　　　

　
　
　
　
　
　

　　
　　

書　

　
100 歳の書き手 峯尾平さんの想い 

01

02

03

05 04

自
分
の
心
を
映
す
の
が
『
書
』
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災害に強い森林づくり

県民全体で森林を支える社会づくり

「みえ森と緑の県民税・復興増税」による
町県民税均等割額変更のお知らせ

　三重県では「災害に強い森林づくり」と「県民全体で森林を支える社会づくり」を進めるため、
平成 26 年 4 月 1 日から「みえ森と緑の県民税」をスタートすることになりました。それに伴い、
平成 26 年度分から町・県民税均等割額がそれぞれ増額になります。
　納めていただいた税金は、森林づくりのほか、子どもたちに森林の大切さを学んでもらう森林環境
教育や、県産材を活用した公共建物等の木造・木質化などに役立てていきます。
　また、各地方公共団体が実施する防災対策の財源を確保するための増額も同時にスタートします。

Information　役場税務住民課

▶詳しくは、「みえ森と緑の県民税」の制度・税の仕組みに関することは、三重県総務部税務・債権管理課（☎
０５９－２２４－２１２７）まで、「みえ森と緑の県民税」の使いみちに関することは、三重県農林水産部み
どり共生推進課（☎０５９－２２４－２５１３）まで、「町県民税」に関することは、役場税務住民課（☎３
３－０３３７）までお問い合わせください。

◆みえ森と緑の県民税
　納めていただく金額は、現行の県
民税均等割に上乗せする形で、１年間
に、個人では 1,000 円、法人では県民
税均等割額の 10％相当額（2,000 円〜
80,000 円）となります。
　暮らしの安全・安心を守り、豊かな森
林を次の世代に引き継いでいくため、み
なさまのご理解・ご協力をお願いします。

◆復興増税
　（各地方公共団体が実施する防災対策の財源）

　東日本大震災からの復興を図る基本理念に基づ
き、各地方公共団体が実施する防災施策の財源を
確保するため、平成 26 年度から平成 35 年度ま
での 10 年間、県民税と町民税の均等割の標準の
税額がそれぞれ 500 円、合わせて 1,000 円引き
上げられます。個人の町・県民税均等割が非課税
の方は新しく課税されることはありません。

◆ 個人の町県民税均等割額（年額）税額表
区　分 町民税均等割額 県民税均等割額 合　計

従来の税額 ３，０００円 １，０００円 ４，０００円
みえ森と緑の県民税

（平成 26 年度～）
０円 １，０００円 １，０００円

復興増税
（平成 26 年度～ 35 年度）

５００円 ５００円 １，０００円

合　計 ３，５００円 ２，５００円 ６，０００円

※個人の県民税と町民税は、町があわせて課税して納めていただく制度になっておりますので、増額分は平成 26
年度町県民税納税通知書に反映し送付いたします。法人については、従来の申告書で、三重県に「みえ森と緑
の県民税」を上乗せした税額により申告納付していただきます。

国民健康保険に加入の 70 ～ 74 歳のみなさんへ

医療機関での窓口負担が見直されます

Information　役場福祉課

　平成 26 年５月の診療分から、70 歳以上 74 歳以下の方の医療機関での窓口負担割合の特例
措置が下記のとおり見直しされることとなりました。ただし、昭和 19 年４月１日以前に生ま
れた人は、今までどおり１割《現役並所得者（※①）は３割》の負担割合で、平成 26 年４月
２日以降 70 歳の誕生日を迎える方は、窓口負担が２割になります。

【※① 現役並所得者】　同一世帯に、住民税の課税所得が 145 万円以上の 70 歳以上 74 歳以下の国
民健康保険被保険者がいる方。ただし、その該当者の収入の合計が、２人以上の場合は 520 万円未
満、１人の場合は 383 万円未満である場合、申請により誕生日が昭和 19 年４月２日以降の方は２
割負担、昭和 19 年４月１日までの方は１割負担となります。

▶詳しくは、役場福祉課 ( ☎３３－０３３９) までお問い合わせください。

◆平成 26 年４月２日以降に
　70 歳の誕生日を迎える方
　（誕生日が昭和 19 年４月２日以降の方）

・ 70 歳の誕生月の翌月（ただし、各月１日が誕
生日の方はその月）の診療から、医療機関での
窓口負担が２割になります。（例えば、平成 26
年４月２日～５月１日に 70 歳の誕生日を迎え
る方は、５月の診療から２割負担になります。）

　注）現役並所得者（※① ) は、これまでどおり
３割負担です。

◆平成 26 年４月１日までに
　70 歳の誕生日を迎えた方
　（誕生日が昭和 19 年４月１日までの方）

・平成 26 年４月以降も医療機関での窓口負担
は１割のまま変わりません。（平成 26 年３月
２日～４月１日に 70 歳の誕生日を迎える方
は、これまでの３割負担から１割負担になり
ます。）

　注）現役並所得者（※① ) は、これまでどおり
３割負担です。

Information　役場総務課防災対策係

防災拠点施設（津波避難ビル）を見学できます
　町が昨年 12 月、役場本庁舎横に整備した、防災拠点施設（津波避
難ビル）の施設内を見学することができます。
　この施設は、近い将来発生が危

き ぐ

惧されている、南海トラフ巨大地震
などの大規模災害に備えて整備されたもので、鉄筋コンクリート造り
の６階建てです。１階から３階は津波を受け流すため、主に柱だけの
構造となっており、４階には、総務課防災対策係の執務室のほか、防
災行政無線機器室、サーバー室、非常時の食料や防災用品の備蓄倉
庫があります。５階には、約 800 人が収容できる一時避難スペース、
６階（屋上）には自家発電機器などが設置されています。
　見学を希望される方は、事前に役場総務課防災対策係までご連絡く
ださい。
▶詳しくは、役場総務課防災対策係（☎３３－０３３５）までお問い
合わせください。 防災拠点施設（津波避難ビル）
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出会い交流イベント

「恋の花咲け！桜色のバーベキューパーティー」を開催

Information　役場企画調整課

【日時】　３月 30 日（日）午後４時～午後９時
【会場】　大里親水公園（雨天時は場所を変更）
【集合】　午後４時　紀宝町役場（駐車場有）
　※会場まではバスで送迎します。

【募集人数】　30 名（独身男女各 15 名）程度　
　※町外の方も歓迎。申込者多数の場合は抽選。

【対象年齢】　20 歳～ 45 歳くらいまで（独身限定）
【内容】　バーベキュー・レクリエーションなど
【参加費】　男性 2,000 円　女性 1,000 円

【申込方法】　住所、氏名、年齢、性別、電話番号、
イベントを知った媒体（新聞等）、をご記入のう
え、メールか FAX、または電話にて、役場企画
調整課までお申し込みください。

【申込期限】　３月 14 日（金）午後５時まで
　※参加の可否は19日（水）に郵送等で行います。
▶詳しくは、役場企画調整課（☎３３－０３３４、
FAX ３ ２ － １ １ ０ ２、 メ ー ル kikaku@town.
kiho.lg.jp）までお問い合わせください。

　町では、熊野市、御浜町と連携して行う「南部地域活性化基金事業」として、独身の男女を対
象に出会い交流イベント「恋の花咲け！桜色のバーベキューパーティー」を開催します。
　うららかな春の陽気が近づくなか、素敵な出会いがあるかもしれません。ぜひ、ご参加ください。

特別児童扶養手当および
特別障害者手当等の手当額変更について

Information　役場福祉課

　平成 12 年度以降、物価下落時に据置き措置が採られた経緯から生じている特例水準（1.7％）については、
平成 25 年度から平成 27 年度までの３年間で解消することが盛り込まれた法律【国民年金法等の一部を改正
する法律等の一部を改正する法律（平成 24 年法律第 99 号）】が平成 24 年 11 月に成立したことから、平成
26 年４月以降の手当額については、0.3％引き下がることになります。

▶詳しくは、役場福祉課 ( ☎３３－０３３９) までお問い合わせください。

～平成 26 年３月（月額） 平成 26 年４月～（月額）
特別児童扶養手当（１級） ５０，０５０円 ４９，９００円
特別児童扶養手当（２級） ３３，３３０円 ３３，２３０円
特別障害者手当 ２６，０８０円 ２６，０００円
障害児福祉手当 １４，１８０円 １４，１４０円
福祉手当（経過措置分） １４，１８０円 １４，１４０円

広報きほうが三重県広報コンクールの
３部門で特選に輝く！

Information　役場企画調整課

　平成 25 年１月から 12 月までに発行された広報紙を審査する「平成 25 年三重県広
報コンクール」の審査がこのほど行われ、「広報きほう 12 月号」が広報紙部門（町部）で特選に、また「広
報きほう２月号」の表紙写真と「広報きほう９月号」の２～３ページが、それぞれ写真部門（１枚写真の部）
と（組み写真の部）で特選に選ばれました。
　今後、同広報紙は、三重県代表として全国広報コンクールに進みます。これからも、みなさんに親し
んでいただける広報紙を目指して、頑張ります。
▶詳しくは、役場企画調整課 ( ☎３３－０３３４) までお問い合わせください。

審査員の講評

広報紙部門（町部）

表紙の作り方からして、一般的な広
報紙とは一線を画しています。町民
へのアンケートやＱ＆Ａなど、さま
ざまな手法を使って「投げかけ→現
状→事例→対策→まとめ」とテーマ
が理解しやすい展開となっており、
悩みについてわかりやすく解消でき
ることを考え特集が組まれています。

広報きほう  12 月号特選

写真部門（組み写真の部）

1 番メインとなる写真は、広角レ
ンズでローアングルの迫力ある写
真となっており、また、シャッター
スピードを遅くしてわざと動きを
ブラしたカットや表情を大きめに
とらえたカットなど、パワースポッ
トならではの祭の様子がよく伝
わってくる組み写真だと思います。

広報きほう  ９月号特選

写真部門（１枚写真の部）

子どもの表情とタイトルが何とも
愛らしく、「おいしい」がすごく伝
わってくるとても良い写真だと思
います。遠近感を強調した広角レン
ズの使い方も上手で、カメラマン
と子どもとのコミュニケーション
がすばらしく、タイトルの入れ方や
キャッチフレーズも効果的です。

広報きほう  ２月号特選

Information　保健センター

食生活改善推進協議会の会員養成講座を開催
　町は、食生活改善推進協議会の会員を養成する
講座（栄養教室）を次のとおり開催します。
　同協議会は、子どもからお年寄りまで幅広く、
食事を通して健康づくりを広めることを目的に組
織されています。
　この講座には、ボランティア活動に意欲のある
18 歳以上の住民の方なら、男女問わず参加して
いただけます。この機会にぜひご参加ください。

【 日 程 】　 ４ 月 16 日（ 水 ）、 ５ 月 21 日（ 水 ）、
６月 18 日（水）、７月 16 日（水）、９月 17 日（水）、

10 月 22 日（水）、11 月 19 日（水）の計７回。
うち５回以上受講することが条件。

【時間】　午前９時 30 分から午後２時 30 分まで
【内容】　栄養、食品衛生、糖尿病・高血圧予防の
食事についての講話や調理実習

【参加費】　毎回 300 円（食材費）
【場所】　保健センター
【申込期限】　４月４日（金）まで
▶詳しくは、保健センター（☎３２―３７００）
までお問い合わせください。

Information　役場企画調整課

宅地分譲の申込受付期間を延長します
　現在、若者定住促進のために分譲中の宅地（井田
保育所跡地）の申込受付期間を、次のとおり延長し
ます。なお、分譲内容につきまして詳しくは、今月
号に折り込まれているチラシをご覧ください。

【申込受付期間】　（変更前）平成26年２月28日（金）
→（変更後）平成 26 年 9 月 30 日（火）

※締切は 9 月 30 日ですが、毎月末時点で申し込ま
れている方の審査および抽選をし、分譲を行います。
分譲済となりました区画は、その後のお申し込みは
できませんので、お早めにお申し込みください。
▶詳しくは、役場企画調整課（☎３３－０３３４）
までお問い合わせください。

み
な
さ
ん
の
お
か
げ
で
す

　　　　　
広
報
係

　
竹
鼻

　
康
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町
内
17
か
所
で

開
設
し
て
い
ま
す

　

住
民
票
の
発
行
業
務
な
ど
を
郵

便
局
に
委
託
す
る
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を

図
る
た
め
、
町
職
員
が
町
内
17
か

所
に
出
向
い
て
、
移
動
支
所
を
開

設
し
て
い
ま
す
。（
表
①
移
動
支

所
開
設
日
程
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

　

お
住
ま
い
の
近
く
で
、
役
場
業

務
が
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
活
用
く
だ
さ
い
。

移
動
支
所
の
業
務
内
容

　

住
民
票
、
印
鑑
証
明
、
納
税
証

明
書
な
ど
の
申
請
受
付
事
務
（
交

付
は
後
ほ
ど
、
郵
送
か
職
員
が
直

接
お
届
け
し
ま
す
）
や
、
町
税
、

国
民
健
康
保
険
税
の
収
納
事
務
、

役
場
へ
の
各
種
届
け
出
事
務
な
ど

を
受
け
付
け
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

（
☎
33
―
０
３
３
７
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お住まいの近くで、役場業務が利用できます

移動支所をご利用ください

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
対
策

～
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～

シ
リ
ー
ズ
　
ス
ト
ッ
プ
地
球
温
暖
化
　
そ
の
�◆

使
い
分
け
を
し
ま
し
ょ
う

便
座
暖
房
な
ど
、
一
年
を
通
し

て
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
て
い
ま

せ
ん
か
。
寒
い
季
節
や
必
要
に
応

じ
て
使
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

長
い
間
、
使
用
し
な
い
と
き
は
、

コ
ン
セ
ン
ト
を
抜
く
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

温
水
洗
浄
便
座
は
、
使
用
し

て
い
な
い
と
き
で
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
し
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
便
座
暖
房
、

洗
浄
温
水
は
季
節
に
合
わ
せ
て

設
定
温
度
を
調
節
し
ま
し
ょ
う
。

設
定
温
度
を
下
げ
る
だ
け
で
節

電
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
せ
っ
か
く
暖
め
た
熱
を
逃
が

さ
な
い
た
め
に
、
使
わ
な
い
と
き

は
フ
タ
を
閉
め
ま
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
、
暑
い
季
節
に
は
暖

房
・
温
水
は
オ
フ
に
す
れ
ば
、
よ

り
節
電
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

表① ３月の移動支所開設日程 ピンク色は、移動図書館も開設

開設日 　会　　場　 開設時間

月
曜
日

３日
10日
17日
24日
31日

桐原生活改善センター 　９：００～１０：１５
平尾井高齢者生産活動センター １０：３０～１１：４５
大里多目的集会施設 １３：３０～１４：４５
上野農事集会所 １５：００～１６：１５

火
曜
日

４日
11日
18日
25日

浅里生活改善センター 　９：００～１０：１５

北桧杖多目的集会施設 １０：３０～１１：４５

中村多目的集会施設 １３：３０～１４：４５

水
曜
日

５日
12日
19日
26日

阪松原生活改善センター 　９：００～１０：１５
永田青年クラブ １０：３０～１１：４５
井田公民館 １３：３０～１４：４５
地下集会所 １５：００～１６：１５

木
曜
日

６日
13日
20日
27日

上地多目的集会施設 　９：００～１０：１５
下地生活改善センター １０：３０～１１：４５
茶屋地構造改善センター １３：３０～１４：４５
下り場集落センター １５：００～１６：１５

金
曜
日

７日
14日
28日

高岡老人憩の家 　９：００～１０：１５

鮒田構造改善センター １０：３０～１１：４５

Eco

Branch

温水洗浄便座

心地よい温度に

　設定しましょう

今月のテーマ

便座暖房の温度は低めに
便座の設定温度を一段階下げた（中→
弱）場合（貯湯式）で、冷房期間は便
座暖房を OFF にします。▶

『出典：財団法人省エネルギーセンター／家庭の省エネ大事典』

年間削減効果

電気  26.40kWh
CO2  　9.2kg

年間節約金額

約  580 円

寄
付
直
前
の
清
掃
は

申
請
者
の
負
担
で
す

　

浄
化
槽
の
寄
付
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
ま
ず
、
役
場
環
境
衛

清掃時期に合わせて
寄付のご検討を !!

今月のテーマ

生
課
、
ま
た
は
、
同
事
業
の
契

約
先
で
あ
る
紀
宝
町
下
水
道
サ

ー
ビ
ス
㈱
の
ど
ち
ら
か
に
電
話

等
で
、
寄
付
の
申
し
出
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
担
当
職
員
等
が
、

訪
問
し
、
直
近
の
浄
化
槽
の
保

守
点
検
の
状
況
や
法
定
検
査
の

受
検
結
果
を
書
類
で
確
認
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
浄

化
槽
や
ブ
ロ
ア
ー
が
正
常
に
機

能
し
て
い
る
か
も
訪
問
時
に
確

認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

確
認
後
、
最
終
清
掃
（
全
量
く

み
取
り
）
を
行
っ
て
い
た
だ
き
、

寄
付
採
納
と
い
う
形
に
な
り
ま
す

の
で
、
寄
付
を
希
望
さ
れ
る
場

合
、
年
１
回
行
っ
て
い
た
だ
い
て

い
る
清
掃
の
時
期
に
合
わ
せ
た
寄

付
申
請
が
効
率
的
で
す
。

シリーズ ～きれいな川を　未来に残そう～ その�浄化槽

Purified

INTERVIEW

　浄化槽を寄付して約３年になります。浄
化槽の寄付手続き前の最後のくみ取りは、
自己負担になるので、くみ取りの時期に寄
付するのがお勧めですね。
　今までは、くみ取りや法定検査などの日程
調整を自分でしないといけなかったけど、寄
付してからは、すべて下水道サービスや清掃
業者が調整してくれるので、保守点検も含め、
任せっきりにできるのがいいですね。

任せっきりがいいですね

　「紀宝町営浄化槽整備推進事業」では、すでに設置済みの合併処理浄
化槽について、町による維持管理を希望される場合、浄化槽を寄付する
という形で、町が維持管理を行っていく『寄付採納制度』を行っています。
　寄付採納時には最終清掃を行っていただく必要がありますので、浄化
槽の寄付をお考えの方は、清掃時期に合わせてご検討ください。

浄
化
槽
設
置
後
の

維
持
管
理
が
大
切
で
す

　

浄
化
槽
は
、
設
置
を
し
た
後
の

保
守
点
検
、
清
掃
、
法
定
検
査
と

い
っ
た
維
持
管
理
が
大
切
で
す
。

　

町
で
は
、
現
在
、『
紀
宝
町
営
浄

化
槽
整
備
推
進
事
業
』
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
浄
化
槽
の
設
置
促
進
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
維
持
管
理
の
徹
底

を
図
り
、
町
の
水
環
境
を
守
っ
て
い

く
こ
と
も
目
的
の
ひ
と
つ
と
し
て
事

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
同
事
業
が
始
ま
っ
た
平

成
20
年
４
月
ま
で
に
、
す
で
に
設
置

済
み
の
合
併
処
理
浄
化
槽
に
つ
い

て
、
町
に
維
持
管
理
を
希
望
さ
れ
た

場
合
、
そ
の
浄
化
槽
を
町
に
寄
付
す

る
と
い
う
形
で
浄
化
槽
の
所
有
権

を
町
に
移
管
い
た
だ
く
、『
寄
付
採

納
制
度
』
も
行
っ
て
い
ま
す
。
寄
付

の
手
続
き
を
と
っ
て
い
た
だ
く
と
、

同
事
業
で
設
置
し
た
浄
化
槽
と
同

じ
く
、
使
用
料
（
表
①
参
照
）
を
負

担
い
た
だ
き
な
が
ら
、
清
掃
や
保
守

点
検
、
法
定
検
査
な
ど
の
維
持
管
理

を
町
が
責
任
を
持
っ
て
行
っ
て
い

く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

豊
と よ だ

田香
か お り

織さん

（大里）

▼
詳
し
く
は
、
役
場
環
境
衛
生
課

（
☎
33
―
０
３
３
８
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 11 人槽以上の使用料については、役場環
境衛生課までお問い合わせください。

表① 月々の使用料
浄化槽
の種別 通　常 65 歳以上

のみの世帯

５人槽 3,700 円 2,000 円

７人槽 4,700 円 2,500 円

10 人槽 6,100 円 3,100 円
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おばあさんの心無い一言で
楽しいはずの祭りの夜が一
変！不安でいっぱいの幼い
子どもの心を母親の言葉が
救う、新美南吉の傑作です！

新美南吉 / 作　
長野ヒデ子 / 絵　 偕成社

狐

長野さんの初エッセイ集。
描かれる絵と同じように、
元気いっぱい！ぴかぴかの
言葉で紡がれるいきいきと
した日常に心洗われます。

長野ヒデ子 / 著
石風社

ふしぎとうれしいひらがなにっき
若一の絵本制作実行委員会 / 文
長野ヒデ子 / 絵　解放出版社

識字学級に通う吉田一子さ
んの日記をもとにした絵日
記風の絵本で、長野さんの
傑作！あとがきの吉田さん
自筆の文章に心が震えます。

長野ヒデ子 / 作
石風社

とうさんかあさん

長野ヒデ子さんのデビュー
作。父さんと母さんの子ど
も時代の話を通して描かれ
る懐かしい世界。ほっこり
温かい気持ちになれる絵本。

今月のおすすめ図書　テーマは“長野ヒデ子さんの本”
鵜殿図書館
岸 図書館長

図書館だよりＢｏｏｋｓ

 ロープの束は、「資源にならないごみ」
  の日に出してください !!

Police 紀宝警察署 からのお知らせ Resources ごみは資源 のコーナー

　誘惑に負けないで、
　新学期をスタートしよう！
　春休みは、新生活へ向けてうきうきしているこ
とでしょう。
　新学期は、進学、進級で交友関係や活動範囲が
広がります。
　これまで経験したことのない酒やタバコ、薬物
などに興味を持ち、犯罪に手を染めたり、出会い
系やコミュニティーサイトを利用するなどして、
性的被害に遭うこともあります。
　興味本位で犯罪に手を出さず、誘惑に負けない
強い心で、新生活を楽しみましょう。

　紀南清掃センター（固形燃料化施設）に搬入され
た「燃料ごみ」の中に、ロープの束が混入しており、
破
は さ い

砕機が停止してしまう事例が続いています。ロー
プの束は、絶対に「燃料ごみ」の中に入れないで、「資
源にならないごみの日」に出してください。

◆
応
募
資
格　

　

紀
宝
町
内
に
在
住
の
方

◆
応
募
方
法　

　

ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル
（koho@

tow
n.kiho.lg.jp

）
で
、
ク
イ
ズ
の
答

え
５
問
分
（
○
の
中
に
入
る
数
字
や

文
字
）
と
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
町
や
「
広
報
き
ほ
う
」

に
つ
い
て
の
ひ
と
言
を
書
い
て
、
役

場
企
画
調
整
課
広
報
係
（
〒
５
１
９

―
５
７
０
１ 

紀
宝
町
鵜
殿
３
２
４
）

ま
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。
正
解
者

の
中
か
ら
、
抽
選

で
５
名
の
方
に
、

上
写
真
の
「
町

の
特
産
品
」
を

お
贈
り
し
ま
す
。

◆
締
め
切
り　

　

３
月
14
日
㈮
必
着　
（
当
選
者
の

発
表
は
、
来
月
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
）

■
２
月
号
の
正
解

　

①
防
災　

②
宅
地

　

③
燃
料　

④
血
糖
値　

⑤
15

■
２
月
号
当
選
者

（
応
募
総
数
25
通
・
正
解
者
24
人

賞
品
は
「
マ
イ
ヤ
ー
レ
モ
ン
お
菓

子
セ
ッ
ト
」）

・
成な

る
も
と本　

美み

さ

よ

三
代
さ
ん
（
平
尾
井
）

・
水み

ず
の野　

清す
ず
こ子
さ
ん
（
井
田
）

・
池い

け
だ田　

孝た
か
よ代
さ
ん
（
成
川
）

・
大お

お
か
わ川　

光み
つ
よ代

さ
ん
（
鵜
殿
）

・
今い

ま
に
し西　

千ち
は
る春

さ
ん
（
鵜
殿
）

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

広
報
係（
☎
33
―
０
３
３
４
）ま
で
。 koho@town.kiho.lg.jp

広報クイズ
Quiz

【問題】
①自分の心を映すのが「○」
②防災拠点施設を○○できます
③宅地分譲の申込受付期間を○○します
④３月は○○対策強化月間です
⑤今月の「紀の宝みなと市」は３月○○日

抽
選
で
左
記
の
物
が
当
た
り
ま
す
！

役場環境衛生課（☎３３－０３３８）

◆
絵
本
作
家 

長
野
ヒ
デ
子
さ
ん
の

　

絵
本
ラ
イ
ブ
と
講
演
会
を
開
催

　

鵜
殿
図
書
館
で
は
、「
せ
と
う

ち
た
い
こ
さ
ん
シ
リ
ー
ズ
」
な
ど

で
お
な
じ
み
の
絵
本
作
家
、
長
野

ヒ
デ
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、
次
の

と
お
り
絵
本
ラ
イ
ブ
と
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

長
野
さ
ん
の
作
品
は
、
ど
れ
も

と
て
も
あ
た
た
か
く
、
元
気
い
っ

ぱ
い
の
び
の
び
と
描
か
れ
て
い
て

子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
で
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

３
月
16
日
㈰
、
絵
本
ラ

イ
ブ 

午
前
10
時
30
分
～
11
時
30

分
（
先
着
50
人
）、
講
演
会 

午
後

１
時
30
分
～
３
時
（
先
着
70
人
）

【
場
所
】　

鵜
殿
図
書
館
２
階
研
修
室

紀宝警察署（☎３３－０１１０）

ご
み
博
士　
タ
カ
ミ
チ
さ
ん

◆鵜殿図書館（☎３２－４
よ

６
む

４
よ

６
む

）
◆利 用 時 間：９：３０ ～ 18：００
◆休　館　日：毎週月曜日・祝日・毎月最終木曜日

３月 22 日（土） 
今月のおはなし会

０ 歳 児  10:00 ～ 10:30、１歳以上  11:00 ～ 11:30
３歳以上  13:30 ～ 14:00、小 学 生  14:00 ～ 14:30

３月号の当選者へは セミノール

お願い♪
細いロープや短いロープでも、

「資源にならないごみの日」に、
ごみ袋に入れて出すようにして
くださいね。

　

平
成
24
年
７
月
、
開
設
し
た

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
通
称
：
フ
ァ
ミ
サ
ポ
）
は
、
広

報
き
ほ
う
や
新
聞
、
子
ど
も
を
預

け
る
依
頼
会
員
の
口
コ
ミ
な
ど

で
、
会
員
数
が
年
々
増
え
て
い
ま

す
。（
表
①
参
照
）

　

そ
こ
で
今
回
は
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ

の
主
な
サ
ポ
ー
ト
内
容
や
サ
ポ
ー

ト
会
員
の
意
気
込
み
な
ど
、
フ
ァ

ミ
サ
ポ
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

◆
主
な
サ
ポ
ー
ト
内
容

　

現
在
、
月
に
40
件
ほ
ど
の
活
動

が
あ
り
、
子
ど
も
の
授
業
参
観
に

行
く
た
め
の
下
の
子
ど
も
の
預
か

り
や
、
里
帰
り
出
産
で
入
院
中
の

利
用
、
母
親
の
仕
事
に
よ
る
半
日

の
預
か
り
、
急
な
兄
弟
の
入
院
な

ど
の
理
由
で
、
た
く
さ
ん
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

◆
サ
ポ
ー
ト
会
員
の
意
気
込
み

　

預
か
り
の
予
定
が
入
っ
た
サ

ポ
ー
ト
会
員
は
、
何
が
預
か
る
子

ど
も
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
の
か
を

考
え
て
い
ま
す
。
折
り
紙
で
羽
子

板
作
り
な
ど
の
季
節
の
遊
び
の
準

備
を
し
た
り
、
よ
り
小
さ
な
子
ど

も
に
は
、
ボ
ー
リ
ン
グ
遊
び
な
ど

わ
か
り
や
す
い
物
を
用
意
し
ま

す
。
昼
食
が
必
要
な
と
き
は
、
子

ど
も
の
喜
ぶ
顔
を
思
い
浮
か
べ
メ

ニ
ュ
ー
を
考
え
、
見
ば
え
や
栄
養

バ
ラ
ン
ス
が
し
っ
か
り
と
し
た
お

弁
当
を
作
っ
て
い
ま
す
。

◆
フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
は

　

初
め
て
の
預
か
り
活
動
の
前
に

は
、
事
務
所
で
、
依
頼
す
る
保
護

者
と
子
ど
も
、
サ
ポ
ー
ト
会
員
、

調
整
役
の
セ
ン
タ
ー
職
員
と
で
子

ど
も
の
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま

す
。
活
動
前
に
子
ど
も
の
お
薬
や

睡
眠
・
排
せ
つ
・
食
事
な
ど
普
段

の
様
子
を
共
有
し
、
お
互
い
が
安

心
し
安
全
に
心
が
け
活
動
に
つ
な

げ
て
い
ま
す
。

　　

共
働
き
の
家
庭
は
も
ち
ろ
ん
、

お
う
ち
で
育
児
を
が
ん
ば
っ
て
い

る
お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
も
気
軽

に
お
子
さ
ん
を
預
け
ら
れ
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
お
守
り
と
し

て
、
ぜ
ひ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
に
ご
登
録
い
た
だ
き
、

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、
紀
宝
町
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
☎
32

―
４
６
８
８
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

今
月
の
テ
ー
マ

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

Family
 support

に
こ
に
こ
子
育
て
♪

～
み
ん
な
で
サ
ポ
ー
ト
～

0

80

60

40

20

平成 24 年７月 平成 25 年７月 平成 26 年２月

11
20

10

56

33

81

◆表①：ファミサポ登録数

子どもの登録数サポート会員数
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新
玉
ね
ぎ
は
み
ず
み
ず
し
く

て
辛
味
が
少
な
い
の
で
、

生
で
食
べ
や
す
く
、
甘
い
の
が
特

徴
で
す
。
ま
た
、
あ
ま
り
日
持
ち

が
し
な
い
の
で
、
冷
蔵
庫
で
保
存

し
、
２
～
３
日
で
食
べ
き
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

玉
ね
ぎ
に
含
ま
れ
る
硫
化
ア
リ

ル
（
ア
リ
シ
ン
）
は
、「
血
液
サ

ラ
サ
ラ
」
効
果
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
ね
。
こ
の
他
に
も
食
欲
増

進
や
殺
菌
効
果
な
ど
の
働
き
が
あ

り
ま
す
が
、
水
溶
性
の
た
め
、
水

に
さ
ら
し
す
ぎ
る
と
流
れ
出
て
し

ま
う
の
で
、
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

今月のお料理

楽しく、 おいしい　

簡単料理  ♪　その 78

甘～い新玉を使って♪

新玉ねぎのそぼろあんかけ

今は新玉がおいしい季節 （＾＾）

Cooking

A

新玉ねぎ １～２個
鶏ひき肉 130g
オリーブ油 小さじ１
しょうが 小１片
にら １本
みそ、酒 各大さじ１
砂糖 小さじ１
水 50cc
水溶き片栗粉 少々

【材料（２人分）】 【作り方】
①	にらは細かく刻む。しょうがはすりおろしておく。
②	玉ねぎは横に約 1cm の厚さに切る。フライパンに油を熱し、

焼き色がつくまで焼いていく。
③	小鍋に油（分量外）を少量引き、しょうが、にら、ひき肉を炒め、

A を加えて味付けしたら、水溶き片栗粉でとろみをつける。
④	焼いた玉ねぎをお皿に盛り、③をかけて出来上がり☆
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管
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子

管
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　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

寺　

澤　

博　

子

管

　理

　栄

　養

　士

　　　　　　エネルギー（1 人あたり）：約 161kcal

　　  　　　　　　   　　    　  塩分   ：約 0.6 ｇ

子どもとお母さん（会場 紀宝町保健センター）
日 内 容 と 開 催 時 間

25日 す く す く 育 児 相 談　（午前９時30分〜11時30分）
※要予約：詳しくは、保健センター（☎３2－3700）まで。

Health　March　Calendar

３月の健康カレンダー
Calendar

※ 変更する場合がありますので、確認のうえ受診してください。
※ 診療科目が異なる場合は、三重県救急医療情報センターコールセンター  
　（☎０５９７－８９－１１９９）にご相談ください。

３月の休日救急当直医
日 病 院 名 内科・外科

２日 谷 地 内 科 ☎（23）3088 内 科
９日 味 八 木 胃 腸 科 ☎（21）5610 外 科
16日 ま し ょ う ク リ ニ ッ ク ☎（29）7800 内 科
21日 笹 屋 内 科 外 科 ☎（21）2917 外 科
23日 すずきこどもクリニック ☎（28）0111 小児科
30日 真 砂 小 児 科 ☎（29）7313 小児科
日・祝 紀南医師会 応急診療所 ☎0597（88）1001 内 科

小さなボールを使った健康運動教室（介護予防事業）
日 会 場 と 開 催 時 間

6・20日 鵜殿地域交流センター （ 午 前 10 時 〜 11 時 ）
13・27日 上地多目的集会施設 （ 午 前 10 時 〜 11 時 ）
※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

日 会 場 と 開 催 時 間
５日 大里多目的集会施設 （午前9時30分〜11時）

※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

元気塾（介護予防事業）

日 会 場 と 開 催 時 間
7・14・28日 保健センター（午後0時30分～２時30分）

※ 要予約 ： 詳しくは、紀宝町地域包括支援センター（☎３３－0175）まで。

貯筋運動（イスに座ってできる簡単な運動です）

タ
バ
コ
の
煙
に
は
数
千
種
類

も
の
化
学
物
質
が
含
ま
れ

て
い
て
、
そ
の
う
ち
発
が
ん
性
物

質
は
な
ん
と
60
種
類
。ニ
コ
チ
ン
、

シ
ア
ン
化
水
素
、
一
酸
化
炭
素
、

ト
ル
エ
ン
、
ヒ
素
、
カ
ド
ミ
ウ
ム
、

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
な
ど
殺
虫
剤

や
塗
料
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
成
分

と
な
る
も
の
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

タ
バ
コ
の
タ
ー
ル
成
分
の
付
着

が
、
歯
周
病
の
原
因
と
な
る
歯

垢
・
歯
石
を
つ
き
や
す
く
し
ま

す
。
ニ
コ
チ
ン
は
歯
肉
の
血
管
を

収
縮
さ
せ
、
出
血
し
に
く
く
し
、

そ
の
た
め
歯
周
病
の
発
見
を
遅
ら

せ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
喫
煙

者
は
、
口
臭
が
臭
く
な
り
、
ヤ
ニ

が
歯
に
着
色
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
歯
周
病
に
か
か
り
や
す
く
、

重
症
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
、
歯
周
病
治
療
後
も
健
康
な

歯
肉
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
は
非
喫

煙
者
よ
り
も
難
し
く
な
り
ま
す
。

　

禁
煙
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
歯

周
病
の
か
か
り
や
す
さ
」
は
４
割

も
減
る
そ
う
で
す
。
手
術
後
の
治

療
経
過
も
禁
煙
者
は
非
喫
煙
者
と

ほ
と
ん
ど
差
が
無
く
な
り
ま
す
。

ち
な
み
に
肺
が
ん
に
か
か
る
危
険

は
、喫
煙
者
で
は
非
喫
煙
者
の
４
・

５
倍
で
す
が
、
禁
煙
す
る
と
４
年

で
２
・
０
倍
、
５
年
で
１
・
６
倍
、

10
年
で
１
・
４
倍
と
下
が
っ
て
く

る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

Dentistry
今月のテーマ

竹田歯科衛生士の歯の健康一口メモ    その 97

タバコと歯周病の関係性

歯を大切に
　しようね♪

悩
み
を
抱
え
た
人
が
、
支
援

を
求
め
や
す
い
環
境
を
作

る
た
め
の
施
策
が
展
開
で
き
る
よ

う
、
国
で
は
、
自
殺
者
数
の
多
い

３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
自
殺
対
策
強
化
月
間
に

お
け
る
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、

『
こ
こ
ろ
の
相
談
』
窓
口
を
保
健
セ

ン
タ
ー
内
に
設
置
し
た
り
、
普
及
啓

発
活
動
と
し
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

や
広
報
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

自
殺
対
策
強
化
月
間
を
き
っ
か

け
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
「
自

殺
対
策
の
主
役
」
と
し
て
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
い
つ
も
と
違
う
様
子
が

　

続
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

憂
う
つ
な
気
分
が
２
週
間
以
上

続
く
。
何
を
や
っ
て
も
楽
し
く
な

い
。
あ
な
た
自
身
や
身
近
な
人
で

そ
ん
な
症
状
は
な
い
で
す
か
。
そ

れ
は
、
も
し
か
し
た
ら
心
の
病
気

や
自
殺
の
サ
イ
ン
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
ま
ま
放
置
せ
ず
、
で
き

る
だ
け
早
く
専
門
家
や
専
門
機
関

に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

◆
自
分
自
身
に
で
き
る
こ
と
…

　

ま
ず
は
誰
か
に
話
す

　

悩
み
、
ス
ト
レ
ス
、
症
状
な
ど

が
つ
ら
い
時
は
一
人
で
抱
え
込
ま

ず
、
誰
か
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

人
に
話
す
と
、
閉
じ
込
め
て
い
た

思
い
を
打
ち
明
け
る
こ
と
が
で
き

て
ほ
っ
と
し
た
り
、
自
分
一
人
で

は
気
づ
か
な
か
っ
た
問
題
点
を
見

つ
け
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
相
談
相
手
は
、
か
か
り
つ
け

医
や
家
族
や
友
人
、
同
僚
な
ど
自

分
に
と
っ
て
身
近
な
人
で
よ
い
の

で
す
。
ま
ず
は
、
信
頼
で
き
る
人

に
打
ち
明
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

◆
身
近
な
人
に
で
き
る
こ
と
…

　
「
ど
う
し
た
の
？
」
と
声
を
か
け
る

　

心
の
病
気
は
本
人
に
自
覚
が
な

い
こ
と
も
多
い
た
め
、
周
囲
の
人

の
気
づ
き
が
大
切
で
す
。
ま
ず
は

ひ
と
声
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ

し
て
、
話
に
耳
を
傾
け
、
専
門
家

や
専
門
機
関
の
相
談
・
受
診
を
す

す
め
ま
す
。
話
を
聞
く
と
き
は
、

問
題
を
一
方
的
に
指
摘
せ
ず
、
本

人
の
言
い
た
い
こ
と
、
悩
み
を
真

摯
な
態
度
で
耳
を
傾
け
て
、
感
情

を
受
け
と
め
る
こ
と
が
大
切
で

す
。“
傾
聴
”
と
“
受
容
”
と
“
共

感
”
す
る
姿
勢
を
も
つ
こ
と
が
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

◆
専
門
医
へ
の
受
診
の
す
す
め
方

　

か
か
り
つ
け
医
か
ら
専
門
医
へ

の
受
診
を
す
す
め
て
も
ら
う
と
、

抵
抗
が
少
な
い
も
の
で
す
。
そ
れ

で
も
、
本
人
が
ど
う
し
て
も
受
診

を
拒
む
時
に
は
、
ま
ず
は
家
族
や

周
囲
の
人
だ
け
で
も
専
門
医
や
専

門
機
関
へ
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
対
処
法
な
ど
の
指
導
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ど
こ
に
相

談
し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
人

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
32
―
３

７
０
０
）
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Health

今
月
の
テ
ー
マ

３
月
は
自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す
！　

そ
の
97

　　　　
今
月
は
岡
本
こ
ず
え
保
健
師

竹
田
仁
香
歯
科
衛
生
士
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　紀南地域母子保健医療推進協議会は２月３日、保健センターで思春期教
育の一環として「赤ちゃんとのふれあい体験」を実施しました。
　これは、赤ちゃんとの触れ合いで「命を大切にする」を切り口に、「自
分を大切にする」「他人も大切にする」ということを学ぶことを目的に、
平成 22 年度から行われています。
　参加したのは神内小学校６年生 16 人。乳児健診に訪れた母親に「赤ちゃ
んがお腹にいるとわかったとき、どんな気持ちでしたか？」「子育てで、朝・昼・
晩のどの時間が 1 番大変ですか？」などと子育てについて質問したり、乳児
を抱っこさせてもらったりして、子育ての大変さと喜びを共感していました。

赤 ちゃんと触れ合い、命の尊さを学ぶ
神内小学校６年生 16 人が体験

01・02. 赤ちゃんを抱っこさ
せてもらい、その感触や温もり
を体験する児童ら。03. 乳児健
診の様子を見学する児童ら。

01・04. 劇「ライオンを助け
たネズミ」。02・03・06. 劇

「一寸法師」。05. 劇「金のオノ
と銀のオノ」

01

01. 表彰式。左から上
地 さ ん、 古 屋 敷 会 長、
奥村さん。02. 金賞の

「冬の風物詩」。03. 銀
賞の「輝け！紀宝町」。
04.銅賞の「光の迷路へ」

Town topics

29
１

　光の祭典 in 紀宝実行委員会が開催した「第３回光の祭典 in 紀宝写真コンテス
ト」の表彰式が１月 29 日、町役場で開催されました。
　このコンテストには、19 点の応募があり、それぞれの作品にイルミネーショ
ンの幻想的な光の世界が表現されていました。１月 16 日に行われた審査会では、
同実行委員が思い思いの視点で審査し、選考の結果、奥村敏之さんの作品「冬の
風物詩」が金賞に輝きました。銀賞には上

か み じ

地浩
ひ ろ し

史さん（紀宝町）の「輝け！紀宝
町」が、銅賞には鈴

す ず き

木文
ふ み よ

代さんの「光の迷路へ」が受賞されました。
　選ばれた作品は、役場町民ホール、ウミガメ公園で展示され、多くの人に鑑賞
いただきました。

金 賞は奥
お く む ら

村敏
と し ゆ き

之さん（紀北町）の「冬の風物詩」
光の祭典 in 紀宝写真コンテスト

01

03

02

04

まちのわだい   ３月号 
TOWN TOPICS IN KIHO

Town topics

18
１

01

02

01. 講習会を受講する参加者たち。02. 消防士から、心肺蘇生など、
幼児救急法を学ぶ受講生たち。

　町ファミリーサポートセンターは１月 18 日から４日
間、サポート会員講習会を開催しました。
　ファミリーサポートセンターとは、子育てを助けてほ
しい人（依頼会員）の要望に応じて、子育てのお手伝い
ができる人（サポート会員）を紹介し、地域で子育てを
サポートしていく会員組織です。
　そのサポート会員を育成するための今回の講習会に
は、13 人が参加。安全な預かり、保育の心、栄養、発
育と発達、幼児救急法など、子どもを預かるためのさま
ざまな知識や技術を学びました。
　受講を終え、新たにサポート会員として活動すること
になった 13 人を加え、これで、サポート会員は全員で
33 人となります。

子 どもを預かるための
さまざまな知識や技術を学ぶ

ファミリーサポート会員講習会

Town topics

３
２

Town topics

７
２

01

01

02

03

0405

06

02

03

　うどの幼稚園は２月７日、園児たちが約１か月間劇作りに取り組
み、練習を重ねてきた演技を披露する「参観日」を開催しました。
　今年は、年少のたんぽぽ組が「金のオノと銀のオノ」、年長のばら組
が「ライオンを助けたネズミ」、さくら組が「一寸法師」を上演しました。
　この劇は、絵本を参考に、セリフや振り付け、表現方法など全てを、
先生と園児たちが相談しながら考え、少しずつ劇を組み立てました。
　物語の華やかな衣装で登場した園児たちは、元気よく歌い、のび
のびと演じていました。なかでも、目を引いたのが一寸法師の表現
の仕方。小さな一寸法師を表現するために、黒子に扮した園児が小
さなイラストを持ちながら演じていました。
　愛らしい動きや表情で演じる園児たちに、詰め掛けた保護者たち
から大きな拍手が送られていました。

 うどの幼稚園児が演劇を披露 !!
セリフや振り付けは園児たちのオリジナル
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まちのわだい   ３月号 
TOWN TOPICS IN KIHO

　町教育委員会は２月１日、まなびの郷で、三重こどもわかもの
育成財団の太

お お た

田栄
え い こ

子理事長を講師に迎え、「学びと育ちの環境づ
くり」をテーマに、教育講演会を開催しました。
　太田さんは、自身の仕事を通じて子どもと関わった時の体験や、
同財団の活動内容、「みえの子ども白書」から三重県の子どもの生
活や気持ちの現状などを紹介しました。また、自らその作成に携
わった「三重県子ども条例」前文にこめられた思いや考え方につ
いて、「子どもは、家庭や学校をはじめとする地域社会での経験を
通して、人とのさまざまな関わりや多様な価値観に触れることで、
人を思いやる心や、自らの課題を乗り越える力を身に付けること
ができる」と話し、大人同士が仲良くおおらかな姿を見せる中で
つながり、連携・協働していくことの大切さを訴えました。

子 どもは人の輪の中で育つ
町教育委員会が、教育講演会を開催

子どもとの関わり方について話す太田さん

Town topics

１
２

　成川小学校６年の久
く ぼ

保亮
り ょ う や

弥くんが、昨年末に札幌ドームで
開催された「ＮＰＢ 12 球団ジュニアトーナメント」に阪神
タイガースのジュニアメンバーとして出場し、活躍しました。
　同トーナメントは、社団法人日本野球機構とプロ野球 12
球団が連携し、「子どもたちがプロ野球への夢という目標を
より身近に持てるように」と企画されたものです。
　成川スポーツ少年団で小学２年生から野球を始めた久保く
んは、昨年の夏、阪神タイガースのジュニアチーム選考会に
参加し、３次選考を突破して、500 人以上の中から 18 人の
メンバーに見事選ばれました。　
　札幌ドームの大会では、中日ドラゴンズジュニア、読売ジ
ャイアンツジュニアと予選リーグを戦い、中日戦では七回裏
に二塁の守備、巨人戦では先発出場し二塁を守り、打撃では
二回に同点打を放つなど、１盗塁１打点の活躍を見せました。
惜しくも破れ、予選敗退となってしまいましたが、全国レベ
ルのプレーを体験しました。
　今後の目標について久保くんは、「プロになってもう一度
札幌ドームで試合したい」と目を輝かせていました。

久 保くんが阪神ジュニアに選出 !!
プロ野球への夢を胸に、全国レベルを体感

阪神タイガースのジュニア選手として活躍した久保くん

　町教育委員会が主催する「第３回学校防災研修会」が２月３日、鵜殿小学校で開
催されました。町内の小中学校・幼稚園の教職員約 40 人が参加し、日ごろの学校で
の防災教育に生かそうとタウンウオッチングや防災マップの作成方法を学びました。
　第１回から講師を務める、町の学校防災アドバイザーで三重大学大学院工学研究
科・自然対策室の川

か わ ぐ ち

口淳
じゅん

准教授は、「自分で考えさせることを重視し、継続した取り組みが大切。防災には正
解はないが、やったことは必ず積み上がることを教えてほしい」と防災教育での重要なポイントを示しました。
　このあと、参加者は６班に分かれ、同校の通学路を町の防災マップとカメラを持って実際に歩き、震度６
の地震が発生した場合を想像しながらブロック塀や溝ぶたなど危険な箇所をチェックしました。学校に戻る
と、危険箇所や公衆電話、商店など災害時に役立つ場所を地図に色分けして書き込んでいき、防災マップを
作成し、班ごとに成果を発表し合いました。

防 災教育に生かすため危険箇所を確認 !!
第３回学校防災研修会

Town topics

３
２

01. ブロック塀や溝ぶたなど、危険な箇
所をチェックする先生たち。02. 各班
に分かれて防災マップを作成しました。
03. 講師の川口准教授。

01

02

03

　町青少年育成町民会議主催の「凧づくり教室」が１月 19 日、まなびの郷
で開催されました。子ども 24 人と保護者ら 16 人が参加し、骨組みの竹と
和紙を、ハサミやマジックを使って各々オリジナルの凧を作りました。
　また、井田公民館主催の「たこあげ大会」が１月 25 日、ウミガメ公園前
の井田海岸で開かれ、友人同士のグループや親子連れなど約 150 人が集合
し、持ち寄ったさまざまな凧が大空を舞いました。
　この日は、穏やかな陽気で凧あげに最適な風が吹き、ウミガメの連凧や井田
小学校の児童が作った凧、町青少年育成町民会議による「凧づくり教室」で作
った凧など、それぞれが用意した色とりどりの凧が大空を泳ぎ、見物人を楽し
ませました。

井 田海岸の空にウミガメの連凧が舞う
「凧づくり教室」と「たこあげ大会」

Town topics

19
１

Town topics

25
１

01. 竹と和紙を使ってオリジナル凧を
つ く り ま し た。02. 親 子 で の 参 加 も。
03. 井田海岸の空に凧をあげる参加者た
ち。04. ウミガメの連凧も登場しました。

0103

02

04
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心
の
病
に
つ
い
て山

本
　
大  

さ
ん
（
成
川
） 

P R O F I L E

 やまもと　だい  さん

熊野病院で勤務されている山本
さん。「心の病について、少しで
も知ってもらえたら、うれしい
です」と話していました。

　

私
が
紀
宝
町
で
暮
ら
す
よ
う
に
な

っ
て
、
約
１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
紀
宝

町
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

実
家
が
熊
野
市
に
引
っ
越
し
た
た
め
、

大
学
卒
業
後
は
熊
野
市
で
生
活
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
中
、
元
々
住
ん
で
い
た
家
が

空
い
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、「
住
み

慣
れ
た
町
で
も
う
一
度
暮
ら
し
た
い
」

と
思
い
、
一
人
で
紀
宝
町
に
戻
っ
て
き

ま
し
た
。

　

私
は
普
段
、
精
神
に
疾
患
を
持
た

れ
た
方
の
支
援
を
す
る
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。

　

骨
折
や
内
科
的
な
病
気
な
ど
で
入

院
さ
れ
た
方
は
、
治
療
が
終
わ
る
と

退
院
す
る
の
が
一
般
的
だ
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
心
の
病
で
入
院
さ
れ

た
方
は
、
状
態
が
落
ち
つ
き
、
治
療

の
必
要
性
が
な
く
て
も
、
さ
ま
ざ
ま

な
理
由
で
退
院
す
る
こ
と
が
難
し
い

方
も
い
ま
す
。
中
に
は
何
年
も
、
何

十
年
も
退
院
で
き
ず
、
入
院
さ
れ
て

い
る
方
も
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

は
決
し
て
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
精
神
障
が
い
」
っ
て
ど
こ
と
な
く
、

近
づ
き
た
く
な
い
。
変
わ
っ
て
い
る
。

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
た

れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
そ
う
で
な
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
。
で
も
、
そ
う
思
わ

れ
る
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
、「
あ
ま

り
知
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
精

神
疾
患
を
持
た
れ
て
い
る
方
と
接
す

る
ま
で
、
漠
然
と
し
て
い
て
、
よ
く

わ
か
ら
な
か
っ
た
で
す
。
で
も
、
初

め
て
接
し
た
時
、
私
と
同
じ
よ
う
に
、

一
緒
に
話
を
し
、
笑
っ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
、
違
い
は
病
気
を
持
た
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
け
で
し
た
。

　

精
神
疾
患
=
病
気
で
あ
り
、
そ
の
人

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
知
る
」
こ
と
で
、

何
か
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。
紀
宝
町
内
で
も
講
演
会
や
研
修

会
な
ど
が
開
か
れ
て
い
ま
す
し
、
私
自

身
も
退
院
の
支
援
を
し
て
い
る
身
と

し
て
、
心
の
病
に
つ
い
て
少
し
で
も
知

っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
を
作
れ
た
ら

い
い
な
ぁ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
こ
の
お
話
を
い
た
だ
い
て
、
何

を
書
こ
う
か
迷
い
、
結
局
小
難
し
い

話
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
（
汗
）。

お
堅
い
と
思
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
楽
し
い
こ
と

や
、
イ
ベ
ン
ト
ご
と
も
大
好
き
で
す
。

今
後
、
祭
り
や
行
事
に
も
参
加
し
て
大

好
き
な
紀
宝
町
を
盛
り
上
げ
る
お
手

伝
い
を
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

４
月
号
は
成
川
の
向む

か
い井
彰あ

き
ら
さ
ん
で

す
。
山
本
さ
ん
か
ら
は
、「
お
互
い
そ
ろ

そ
ろ
結
婚
し
な
い
と
ね
。
ま
ぁ
、
ま
た

近
い
う
ち
に
飲
み
に
行
き
ま
し
ょ
う
」

久く

ぼ

り

保
利
　
拓た

く

や哉 
さ
ん
（
鵜
殿
・
24
歳
）　

   

立
派
な
職
人
に
な
り
た
い
!!

◆
お
仕
事
は
？

　

森
浦
鉄
工
所
で
勤
務
し
て
い
ま
す
。
主

に
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ベ
ア
ー

と
か
を
製
作
し
て
い
ま
す
。
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
も
す
る
の
で
、
全
国
の
い
た
る
と
こ
ろ

に
行
っ
て
、
作
業
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
だ
５
年
目
な
の
で
、
先
輩
方
の

や
り
方
を
見
な
が
ら
、
毎
日
勉
強
の
日
々

で
す
。
将
来
は
、
み
ん
な
か
ら
憧
れ
ら

れ
る
よ
う
な
職
人
に
な
り
た
い
で
す
。

◆
旅
に
行
く
と
し
た
ら

　

オ
ー
ロ
ラ
が
見
え
る
と
こ
ろ
に
行
き

た
い
で
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
や
カ
ナ
ダ

と
か
。
神
秘
的
な
現
象
を
自
分
の
目
で

見
て
み
た
い
ん
で
す
。

◆
趣
味
は
？

　

音
楽
や
映
画
鑑
賞
で
す
。
他
に
は
、

バ
ス
フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
も
し
ま
す
。

◆
理
想
の
タ
イ
プ
は
？

　

一
緒
に
い
て
、
楽
し
め
る
人
が
理
想
で

す
。
あ
と
、年
上
の
女
性
が
い
い
で
す
ね
。

◆
今
、
熱
中
し
て
い
る
こ
と

　

今
は
仕
事
で
す
ね
。
ま
だ
修
行
の
身

な
の
で
、
今
は
仕
事
を
が
ん
ば
り
た
い

で
す
。
そ
し
て
、
い
つ
か
は
立
派
な
職

人
に
な
り
た
い
で
す
。

◆
町
の
好
き
な
と
こ
ろ
は
？

　

地
元
は
、
自
然
も
豊
か
だ
し
、
ゆ
っ

た
り
と
し
て
て
落
ち
着
け
る
と
こ
ろ
が

好
き
で
す
。

ペンリレー

P
EN

RELA
YNo.97

若 い 衆 登 場

KI

HOYOUNG

No.97

はしゃぎっ子
K

IH
OKIDS

No.97

月生まれの３歳児

【募集】満３歳の誕生日を迎える子ども（平成 23 年 5・6 月生まれ）を募集しています。ご希望の方は、広報係（☎ 33 －０３３４）までご連絡ください。申込期限は３月 28 日（金）まで。

畠
は た

 花
は な

菜ちゃん（井田）

平 成 2 3 年 ３ 月 1 4 日 生 ま れ
敏 紘 さ ん ＆ 多 恵 さ ん の 長 女

保育所でお友達と遊ぶのが大好
きです。いつも弟にやさしくし
てくれてありがとう。これから
も、元気いっぱいに育ってね♪
…お母さんから

大
だ い こ く

黒 莉
ま り な

奈ちゃん（鵜殿）

平 成 2 3 年 ３ 月 2 3 日 生 ま れ
将 也 さ ん ＆ 真 奈 さ ん の 長 女

こんにちは、まりなです！歌や踊
りが好きで、お家で音楽がなると
踊っています。１番お兄ちゃんが
大好き♡これからも、お兄ちゃん
と仲良くね…お母さんから

塚
つ か だ

田 新
に い な

菜ちゃん（神内）

平 成 2 3 年 ３ 月 1 7 日 生 ま れ
哲 也 さ ん ＆ 幸 さ ん の 長 女

絵本が大好きな新菜。ごっこ遊
びも得意で、役になりきって話
す姿がとてもかわいいです。素
直でやさしいお姉ちゃんになっ
てね…ママより

３
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お知らせ

メール便

mail information

３月号
町の人口 － population －

平成26年１月末現在（前月比)
人口 １１, ７９３（± ０)

男 ５, ５４７（＋ １)
女 ６, ２４６（－ １)

世帯 ５, ３９８（＋ ３)

主な電話番号 － telephone －

役 場 総 務 課 （33）0 3 3 3
役場企画調整課 （33）0 3 3 4
役場総務課（防災対策）（33）0 3 3 5
役場産業建設課 （33）0 3 3 6
役場税務住民課 （33）0 3 3 7
役場環境衛生課 （33）0 3 3 8
役 場 福 祉 課 （33）0 3 3 9
役 場 出 納 室 （33）0 3 4 0
教 育 委 員 会 （33）0 3 4 1
議 会 事 務 局 （33）0 3 4 2
役場環境衛生課（水道）（33）0 3 4 3
地域包括支援センター （33）0 1 7 5
保 健 セ ン タ ー （32）3 7 0 0
相 野 谷 診 療 所 （34）0 0 1 1
鵜 殿 図 書 館 （32）4 6 4 6
ま な び の 郷 （32）0 2 4 1
神内福祉センター （32）2 0 2 3
鵜殿福祉センター （32）0 9 5 7
子育て支援センター （32）4 3 8 8
熊野自殺防止センター

０５９７９－２－２２７７
【毎週金・土曜日　午後７時から 11 時まで】

防災行政無線（フリーダイヤル）
０１２０－３３４－１１９

おかけ間違えのないように！

（外国人を含む）

　

過
去
２
年
間
に
国
民
年
金
保

険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る
方
へ

　

国
民
年
金
は
、
所
得
が
少
な

い
と
き
や
失
業
等
に
よ
り
保
険

料
を
納
付
す
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
、
保
険
料
の
免

除
（
※
）
を
申
請
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
過
去
分
の
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
が
受
け
ら

れ
る
期
間
は
、
申
請
日
の
直
前

の
７
月
（
学
生
納
付
特
例
は
直

前
の
４
月
）
ま
で
の
１
年
以
内

で
し
た
が
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
は
、
申
請
時
点
の
２
年
１
か

月
前
の
月
分
ま
で
申
請
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
保
険
料
の
免
除
申

請
に
つ
い
て
は
、
申
請
期
間
に

対
応
す
る
前
年
所
得
に
基
づ
き
、

審
査
が
さ
れ
ま
す
の
で
、
免
除

申
請
が
承
認
さ
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

（
※
）「
保
険
料
の
免
除
」
に
は
、

申
請
者
の
年
齢
所
得
に
応
じ
て
、

全
額
免
除
、一
部
免
除
（
３
／
４
、

半
額
、
１
／
４
）、
若
年
者
納
付

猶
予
、
学
生
納
付
特
例
が
あ
り

ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
住
民
課

ま
ど
ぐ
ち
国
民
年
金

有
料
広
告

紀宝町下水道サービス株式会社
浄化槽のご相談は

0120-620-690
フリーダイヤル

紀宝町鵜殿１３７５番地１
TEL：0735-33-0360（代）
FAX：0735-33-0365 
ＨＰ：http://www.pfi-kiho.jp/

国
民
年
金
係（
☎
33
―
０
３
３
７
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

３
月
の
尾
鷲
年
金
事
務
所
の
職

員
に
よ
る
年
金
相
談
は
、
３
月
19

日
㈬
午
前
10
時
か
ら
午
後
２
時
ま

で
、
役
場
２
階
小
会
議
室
で
行
い

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

る
方
々
の
日
頃
の
練
習
の
成
果
を

ご
披
露
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

３
月
２
日
㈰
、
午
後
１

時
開
演
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

【
場
所
】　

ま
な
び
の
郷　

▼
詳
し
く
は
、
ま
な
び
の
郷
（
☎

32
―
０
２
４
１
）
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
場
所
】　

ま
な
び
の
郷　

【
講
師
】　

正
司
花
江
さ
ん

【
料
金
】　

無
料
（
整
理
券
が
必
要

で
す
。
整
理
券
は
、
ま
な
び
の
郷

で
配
布
し
て
い
ま
す
）

▼
詳
し
く
は
、
ま
な
び
の
郷
（
☎

32
―
０
２
４
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

相続・贈与等の不動産登記や会社等の商業登記に
関することについて、お気軽にお電話ください。

庄司 純史司法書士
事務所　熊野市井戸町８０２－１２
T E L　０５９７－８５－４５６８
自　宅　紀宝町井田上野２１４０
携　帯　０９０－３３８９－１３３０

☎３２－２９８９宅配センター クイックサービス

紀宝バイパス
沿いに

移転
しました 旧店舗

○

○

マンション

○
上野集会所

国道 42 号

至 熊野

消防
分署

●

●

新店舗紀
宝バイパス

今月のワンコ

ナナ

　

町
文
化
協
会
は
、
３
月
３
日
㈪

か
ら
、
平
成
26
年
度
の
会
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
、
芸
能
発
表
会
、

文
化
講
演
会
、
研
修
旅
行
な
ど
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
継
続
の
方

も
、
新
た
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
年
会
費
は
大
人
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
２
５
０
円
で
す
。

▼
詳
し
く
は
、
ま
な
び
の
郷
（
☎

32
―
０
２
４
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

紀
宝
町
文
化
協
会

会

員

募

集

　

町
文
化
協
会
は
、
芸
能
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

音
楽
や
舞
踊
な
ど
芸
能
を
愛
す

第
２
回
芸
能
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

　

木
本
高
等
学
校
で
は
、
パ
ソ
コ

ン
を
扱
う
「
社
会
と
情
報
（
初
心

者
向
け
）」・「
情
報
処
理
（
ワ
ー

木
本
高
等
学
校
定
時

制
科
目
履
修
生
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
大
卒
程
度
の
方

向
け
に
「
国
税
専
門
官
採
用
試
験
」

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

応
募
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し

込
み
か
郵
送
に
て
受
け
付
け
ま
す
。

▼
受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
国
税
庁
Ｈ
Ｐ
（http://

w
w

w
.nta.go.jp/nagoya

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
名
古
屋
国
税
局

総
務
部
人
事
第
二
課
試
験
係
（
☎

０
５
２
―
９
５
１
―
３
５
１
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
専
門
官
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集

　

３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
７

日
間
に
わ
た
り
、「
消
す
ま
で
は

心
の
警
報　

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
春
の
全
国
火
災
予

防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

私
た
ち
の
大
切
な
命
、
財
産
を

失
わ
な
い
た
め
に
防
火
意
識
を
高

め
ま
し
ょ
う
。

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

紀
宝
町
自
主
防
災
組
織
連
絡
協

議
会
で
は
、
平
成
25
年
度
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
て
、
テ

ン
ト
４
張
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
発
電
機
５

テ
ン
ト
、
発
電
機
を

購

入

し

ま

し

た

【
日
時
】　

３
月
15
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
か
ら
12
時
ま
で

【
場
所
】　

鵜
殿
港

【
ふ
る
ま
い
】　

わ
た
菓
子
作
り

▼
詳
し
く
は
、
役
場
企
画
調
整
課

（
☎
33
―
０
３
３
４
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
（
3
月
）
の

「
紀
の
宝
み
な
と
市
」

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
は

　
「
義
務
」
で
す

　

現
在
、
熊
野
市
消
防
本
部
管

内
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設

置
率
は
、
三
重
県
下
の
平
均
設

置
率
に
比
べ
、
た
い
へ
ん
低
い

状
況
で
す
。

　

住
宅
火
災
で
亡
く
な
っ
た
方
の

う
ち
、
約
６
割
は
「
逃
げ
遅
れ
」

が
原
因
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

火
事
に
よ
り
大
切
な
家
族
や

財
産
を
失
っ
て
、「
早
く
設
置
し

て
お
け
ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔

し
な
い
よ
う
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
を
一
日
も
早
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

火
事
が
起
き
て
か
ら
で
は
遅
い

の
で
す
。
設
置
し
て
、
助
か
る
命

が
あ
り
ま
す
。

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
場
所

○
す
べ
て
の
寝
室

○
階
段
（
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ

る
場
合
）

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
利
点

○
早
い
段
階
で
火
事
を
発
見
で
き
る

○
早
い
段
階
で
消
火
や
避
難
が
で
き
る

○
早
い
段
階
で
消
防
署
へ
通
報
で
き
る

○
隣
近
所
に
発
見
し
て
も
ら
い
や
す
い

▼
詳
し
く
は
、
熊
野
市
消
防
本
部

（
☎
０
５
９
７
―
89
―
０
９
９
４
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

熊
野
人
権
啓
発
活
動
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
で
は
、

「
生
き
る
限
り
、
大
き
な
花
を
咲

か
せ
た
い
」
を
演
題
と
し
、
女
優

の
正し

ょ
う
じ司
花は

な
え江
さ
ん
を
お
迎
え
し

て
人
権
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　

３
月
12
日
㈬
、
午
後
６

時
30
分
開
演
（
６
時
開
場
）

人
権
講
演
会
を
開
催

正司花江さん

ド
・
エ
ク
セ
ル
・
ポ
ス
タ
ー
制
作

等
）」、「
美
術
」、「
書
道
」
の
定

時
制
の
授
業
を
生
徒
と
と
も
に
受

講
す
る
「
定
時
制
科
目
履
修
生
」

を
募
集
し
ま
す
。
１
科
目
か
ら
で

も
受
講
で
き
ま
す
。
生
涯
学
習
の

場
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】　

３
月
３
日
㈪
か

ら
３
月
27
日
㈭
ま
で

【
受
講
料
】　 

１
単
位
あ
た
り
、 

年
間
１
，
７
０
０
円

▼
詳
し
く
は
、
木
本
高
等
学
校
定
時

制（
☎
０
５
９
７
︱
85
︱
３
８
１
１
）

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

台
を
購
入
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
購
入
し
た
備
品
を
自

主
防
災
活
動
で
有
効
に
活
用
し
、

防
災
訓
練
な
ど
を
通
じ
て
、
防
災

力
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。テントＬＰガス発電機

22 2014 - 3 Kiho  2014 - 323 Kiho
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ど
ち
ら
に
し
よ
う
か
な
♪

　

み
な
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
、
何
か
の
選
択
を
迫
ら
れ
た
と
き
に
、

「
ど
ち
ら
に
し
よ
う
か
な
♪
」
と
数
え
歌
を
歌
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
。こ
の
数
え
歌
、最
近
の
子
ど
も
た
ち
も
歌
っ
て
い
る
ん
で
す
。

驚
き
だ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
数
え
歌
は
、
歌
詞
の
一
音
ご
と
に
交
互
、
あ
る
い
は
順
番

に
指
差
し
、
最
後
の
一
音
の
時
に
指
を
指
し
て
い

る
方
に
決
定
す
る
と
い
う
も
の
で
、
全
国
的
に
歌

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
一
般
的
に
は
、「
ど
ち

ら
に
し
よ
う
か
な
、
天
の
神
様
の
言
う
と
お
り
」

と
い
う
言
葉
で
始
ま
り
、
こ
の
後
に
続
く
言
葉
は

地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
み
た
い
で
す
。

　

そ
こ
で
、紀
宝
町
で
は
ど
う
な
の
か
調
べ
て
み
る
と
、

町
内
で
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
歌
詞
は
、「
ど
ち
ら
に
し
よ
う
か
な
、

天
の
神
様
の
言
う
と
お
り
、
鉄
砲
撃
っ
て
１
２
３
、
大
砲
撃
っ
て

１
２
３
、
柿
の
種
」
と
答
え
た
人
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

そ
ん
な
な
か
、「
天
の
神
様
」
を
「
裏
の
神
様
」
と
言
っ
た
り
、「
言

う
と
お
り
」
を
「
聞
い
た
ら
よ
く
わ
か
る
」
と
言
う
人
な
ど
、
町

内
で
も
年
代
や
地
域
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
。
な
か
で
も
珍

し
い
と
感
じ
た
も
の
に
、
成
川
に
住
む
40
代
男
性
は
「
裏
の
神
様
」

の
と
こ
ろ
を
、「
裏
の
権ご

ん
げ
ん現
山さ

ん

」
と
歌
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

鉄
砲
を
撃
つ
前
に
、「
ぷ
っ
と
し
て　

ぷ
っ
と
し
て　

ぷ
っ
ぷ
っ
ぷ
」

と
い
う
言
葉
が
入
る
の
だ
と
か
。ま
た
、今
の
小
学
生
は
と
い
う
と
、

鵜
殿
小
１
年
の
女
の
子
は
、
大
砲
を
撃
つ
と
こ
ろ
ま
で
は
同
じ
な

ん
で
す
が
、
そ
れ
か
ら
、「
桃
の
種
、
柿
の
種
、
臭
い
薔ば

ら薇
」
と
言
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
な
ぜ
「
臭
い
」
？

　

こ
の
数
え
歌
が
歌
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時
期
や
理
由
、
歌
詞

の
意
味
も
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
72
歳
の
僕
の
父
親
も
、
歌
詞

は
覚
え
て
な
か
っ
た
で
す
が
、
昔
に
歌
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

み
な
さ
ん
は
幼
い
こ
ろ
、
ど
の
よ
う
に
歌
っ
て
い
ま
し
た
か
。

ち
な
み
に
僕
は
、「
天
」
で
も
「
裏
」
で
も
な
く
、「
村
の
神
様
」

と
歌
っ
て
い
ま
し
た
。
鵜
殿
村
出
身
だ
か
ら
で
す
か
ね
♪

　
　

  

（
優
柔
不
断
な
僕
は
、
だ
い
た
い
神
頼
み　

竹
鼻  

康
）
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現在

昭和初期

現在

　

前
回
に
引
き
続
き
、
鮒
田
地
区
の
「
鮒
田
橋
」

の
写
真
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
的ま

と
ば場
敏と

し
あ
つ敦
さ
ん
（
成

川
）
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
写
真
は
、昭
和
初
期
の
も
の
で
、鮒
田
橋
は
、

現
在
の
鮒
田
水
門
と
鮒
田
水す

い
か
ん
き
ょ
う

管
橋
の
間
あ
た
り
に

あ
り
ま
し
た
。
木
製
で
、
と
て
も
雰
囲
気
が
あ
り
、

地
域
住
民
に
は
相
野
谷
川
を
渡
る
た
め
に
欠
か
せ

な
い
橋
で
し
た
が
、
昭
和
28
年
９
月
に
発
生
し
た

台
風
13
号
の
影
響
で
流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

お
そ
ら
く
こ
の
写
真
は
、
牛
鼻
神
社
付
近
の
高
台

か
ら
撮
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
写
真
を
見

て
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
の
時
代
の
相
野
谷
川
の
川
幅

は
、
現
在
と
比
べ
る
と
と
て
も
狭
く
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、川
の
上
流
に
製
材
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

エ
ン
ジ
ン
の
つ
い
た
船
で
木
材
を
上
流
に
運
ん
で
お

り
、そ
の
木
材
の
上
に
は
人
が
４
人
乗
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
付
近
は
、水
害
に
何
度
も
あ
っ
て
い
た
た
め
か
、

橋
の
出
入
り
口
付
近
に
は
、
水
位
を
測
る
量
水
標
が

2
本
も
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

鮒
田
水
門
付
近

鮒
田
橋
（
ふ
な
だ
ば
し
）

そ
の
９

　広報きほうでは、みなさんのお宅に眠っている
昔なつかしい風景写真を募集します。
　本人またはご家族が撮影された、著作権を完全
に保有されているものに限り、受け付けさせてい
ただき、このコーナーでご紹介させていただこう
と思っています。詳しくは、役場企画調整課広報
係（☎３３－０３３４）までお問い合わせください。

昔の風景写真を募集します

写
真
で
振
り
返
る

（写真提供：的場敏敦氏）

（
題
字
：
峯み

ね

尾お

平お
さ
む

氏
）

ど
ち
ら
に

　

し
よ
う
か
な


